市民参加推進の手引き構成案
Ⅲ　市民参加の拡げ方（市民参加の手続とさまざまな参加手法）
	頁
	現行ガイドラインの項目
	課　　　　　　　題
	手引きに掲げる項目案
	結　　　　　　論

	10
	１　審議会

１　審議会の公開

（１）公開の決定等

（２）非公開となる場合について

（３）審議会情報の提供・公開　
（４）公開の実施，傍聴席の確保など

（５）会議録の作成，公表
	▶既に「市民参加を進めるための審議会等運営ガイドブック」で詳細な手引きを作成済み。（平成２１年度作成）

	削除（審議会等運営ガイドブックを参照するよう記述）
	

	12
	２　審議会委員の選任
（１）委員の選任に当たっての規準

・広く各界各層，幅広い年齢層からの選出

　・女性委員の登用促進

　・委員の就任制限

　・委員の公募

（２）委員の選任に当たっての手続

	※　同上
	※　同上
	

	13
	３　審議会委員の公募

　・応募の条件

　・募集の周知

　・選考

　・選考結果の通知

【審議会委員選任・公募の流れ】

	※　同上
	※　同上
	

	15
	４　審議会の範囲


	※　同上
	※　同上
	

	16
	２　パブリック・コメント

　・対象

　・対象の例外となるもの

　・案の公表と意見の募集

　・意見提出期間と提出方法

　・市の考え方の公表と回答

【パブリック・コメントの流れ】


	
	２　パブリック・コメント

　・対象

　・対象の例外となるもの

　・案の公表と意見の募集

　・意見提出期間と提出方法

　・市の考え方の公表と回答

【パブリック・コメントの流れ】


	

	18
	３　電子会議室「みやこｅコミュニティ」（試行実施中）

　・テーマの設定
　・運営

　・市民の参加
　・所管課の対応

· 他課での対応
・職員の参加


	▶平成20年度末をもって閉鎖
	※　削除
	

	19
	４　ワークショップ

　・ワークショップとは

　・ワークショップって，どんなことに使われていますか？

　・ワークショップって，これまでの会議とどう違うの？

　　ＫＪ法って何？

　　デザインゲーム

	▶ワークショップは市民参加の手法ではなく，会議手法の一つ。「パブリック・コメント」などとの横並びは不適切。
	※　削除（他の適当な箇所に盛り込むことの検討が必要）
	

	22
	５　その他

１　アンケート・モニター調査　
　・アンケート調査

　・モニター調査

２　公聴会

３　社会実験，モデル事業

４　グラウンドワーク

５　アドプトシステム

政策のサイクルとさまざまな参加手法
（新設）


	▶職員の悩みに答えられる分かりやすい資料が必要

　・市民は市民参加を求めているのだろうか。
　・行政主導でないと進まないものもあるのではないか。

　・市民参加や情報提供はどの程度まで必要なのか。また，できているのか自信がない。
　・予算や時間の制限の中で市民参加に取り組むことのギャップに悩んでいる。
　・市民参加の満足度と時間などとの制約のバランスが難しい。

　・盛り上がりを得られているのかの判断基準が分からない。

	５　その他

１　アンケート・モニター調査　
　・アンケート調査

　・モニター調査

２　公聴会

３　社会実験，モデル事業

４　グラウンドワーク

５　アドプトシステム

６　市長への手紙
７　提案，アイデア，名称・愛称等募集

８　市民参加型フォーラム

９　ワークショップ型施設づくり

１０　市が行う地元への説明会

１１　窓口応対

１２　協働事業提案制度

１３　市政ボランティア
　

政策のサイクルとさまざまな参加手法
Ｑ＆Ａ

事例集

（職員の悩みに答えられるＱ＆Ａや事例集を新設する。）
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